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Alternaria alternataによるルリタマアザミ黒斑病(新称)の発生

越智昭彦*・菅原 敬**

Occurrence of Alternaria Leaf Spot on Small Globe Thistle (Echinops ritro) 

Caused by Alternaria alternate 

Akihiko OCHI* and Kei SUGA W ARA * * 

2008年6月から 7月にかけて山形県村山地域で切花用として雨除けハウス

で栽培中のルリタマアザミの葉身に，不整形の褐色病斑が発生し，権病部から

Alternaria属菌を分離した分離菌はルリタマアザミに病原性を有し，培養特

性，形態的特徴および分子生物学的分類から Alternariaalternata (Fr.) Keissler 

と同定した 本菌によるルリタマアザミの病害は園内では報告がなく，ルリタ

マアザミ黒斑病 (Alternarialeaf spot) と呼称することを提案する

Key words: Alternaria alternata. Alternaria leaf spot. Echinops ritro， small globe thistle 

ルリタマアザミ (Echinopsritro，英名 smallglobe this-

tle)は，南ヨーロッパから西アジア原産のキク科多年草

で，初夏から晩夏にかけて茎の先端に直径 4~5cm の鮮

やかな青紫色のボール状頭花をつける 葉にはアザミの

ようなとげがあり，草丈は 50~140cm，株はロゼット状

で花茎は直立し，上部ではよく分校して多数の花をつけ

る 栽培体系は， 3~5 月に播種して初秋に定植し，翌年

以降の 6~8 月に出荷される.一般的に露地または雨除け

栽培が行われ，主に切花に利用される.2008年に，山形

県村山地域において，切花用として雨除けハウスで栽培

していた開花期の株で¥中位葉から下位葉に褐色の不整

形病斑が発生した催病部からは単一の Alternaria属菌

を分離した Alternaria属菌によるルリタマアザミの病

害は国内では報告がなく，分離菌について病原性を確認

するとともに，培養，形態的特徴および分子生物学的解

析から分類・同定を行ったので報告する

なお本研究は，新たな農林水産施策を推進する実用化

技術開発事業の「花き類病害の双方向型総合診断・防除

システムの開発および公開」により実施した.

材料および方法

1 病徴

現地雨除けハウスで開花期のルリタマアザミについ

て，擢病株の病徴観察を行った.

2.病原菌の分離および病原性確認

擢病株を現地閏場から採取し，いくつかの病斑から約

5mm角の擢病組織片を切り取り， 70%エタノールで30

秒，表面殺菌し滅菌蒸留水で2回水洗後，滅菌ろ紙上

にて余分な水分を除き， 2%素寒天平板培地 (WA培地)

に置床した これらを 25
0

Cの暗所で5日間培養後，組織

片から伸長した菌糸の先端部をかきとり，ジャガイモ煎

汁ブドウ糖寒天平板培地 (PDA培地)上に置床して 25
0

C

の暗所で培養した.さらに培地上に形成した分生子を単

胞子分離し菌株Ya72l， Ya722およびYa723を得た.こ

のうち代表菌株として Ya722およびYa723を以下の試

験に用いた

接種試験には直径9cmのポットに園芸用土を充填し

て育苗した本葉8葉期，草丈約 16cmのルリタマアザミ

の健全苗を供試した V-8ジ、ユース寒天平板培地 (V-8ジ

ュース 200ml，炭酸カルシウム 3g.寒天20g，蒸留水

800ml 以下V-8寒天培地)を用い，両分離菌株を 25
0

C暗

黒下で 14日間培養して形成させた分生子を滅菌水で、

5 X 105個Imlに調製後， Tween20を0.01%となるように

添加して，株あたりlOmlを噴霧接種した対照区には同

量の滅菌水を処理し，各区それぞれ3株を供試した 接

種後2日聞は容量約20Lのプラスチック製容器に収納

*山形県農業総合研究センター Yamagata Integrated Agricultural R巴S巴archCenter. Minorigaoka， Yamagata 990-2372， 

JAPAN 

**山形県庄内総合支庁農業技術普及課産地研究室 現在:山形県庄内総合支庁酒田農業技術普及課
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第3図 V-8寒天培地培養5臼後における分離菌株の薩l
第 1図 ルリタマアザミに発生した自然病徴(矢印) 叢直径

第2図 分離菌株 (Ya722)噴霧接種 10日後の病徴

左接種，右対照

して多湿状態とし，以後は開放して 20~250C の温室内で

管理した 接種7日後から随時，発病の有無を調べると

ともに，形成した病斑からの接種菌の再分離を行った

3_分離菌の同定

前述の分離菌株を PDA培地で前培養し，菌叢局縁部

から打ち抜いた直径5mmの合菌寒天片を V-8寒天培地

に置床し，培養5日後に菌叢直径を計調IJした 楕養温度

は5，10， 15， 20， 25， 30および35
0
Cの7段階とし暗

黒条件で、行った分生子および菌叢の観察は， V-8寒天培

地に 25
0

C暗黒下で培養した菌叢を随時肉眼で観察する

とともに， 14日間培養して形成された分生子を光学顕微

鏡で観察した.また， rDNAのITSl， 5BS， ITS2領域

(rDNA-ITS)の塩基配列を決定し， DDB]に後録されて

いる Altemaria属菌との相同性比較を行った。

結果および考察

1，病徴

2008 年 6~7 月に，山形県村山地域で切花用として雨

除け栽培中のルリタマアザミ本葉の葉身に，淡褐色で，

直径 1~2mm の斑点が発生し，斑点はやがて拡大して腿

屈が濃褐色の不整形となった 病斑は葉縁から進展する

ことが多く，不明瞭な輸紋を伴う場合がみられた 病斑
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第4図分離菌株Ya722のV-8寒天培地25
0
C，暗黒， 14 

日培養後の前首長

は病勢が進むと融合して大型化し，病徴の激しいもので

は葉縁から葉軸に及ぶような，大型の病斑となる場合も

みられた(第I図)病斑は F位葉から中位葉に多く見ら



10 μm  

第5図 分14)E鴎株Ya722のV-8寒天培地での形態

左:25
0
C，暗黒， 5 EiJ'帝養後の分生子の形成状況

右:25
0

C， I暗黒， 14日培養後の分生子の形態

第 1表分離I基i株と既報のA1ternariaalternataの分生子の形態比較

分離 j!fi株分生子の 大きさ 鳴部長さ
形態

稲盛数

または記載極述鎖数 全長×紹 (μm) ωm) 横 縦

Ya722 0-9 卵形~椅円形~倒根棒状

Ya723 0-9 卵形~楕円形~倒梶棒状

A. alternataa) 連鎖有 1J'tl根様;1犬

A. alternata b) 3 -9 
( G-1) 司王均5.0)

A. alternatacl 

(No.9544) 

A. a1ternatad) 
(Leaf 9-c) 

連鎖有

連鎖有

卵形~倒根様状

視体状

A. alternatae) 
(A3) 

数-10程度 卵])~~楕円形~倒根俸状

ElJis (1971)， b) Furukawa and Kishi 
(2002)， e) 棚橋ら (2004)

:記11伎なし

れたが，上位業に進展した場合は，切花としての商品価

{底を損ね出荷に影響した.

2. 分離菌の病原性確認

分離菌株Ya722およびYa723をl噴霧接種した株はい

ずれも，接種7日後頃から本業の業縁部に，自然病徴と

同様に直径 1-2mmの炎褐色の斑点が現れたー斑点はそ

の後拡大して， 14日後には波褐色の不整形となった(第

2図).病斑音11からは接種菌株と同一の形態をもっ闘が再

分離された 対照区では発病はみられなかった.

3 分離菌株の同定

問分離菌株は， V-8 寒天培地では 5~350C において~t

育し生脊適温は 25~300C であった(第 3 図). V-8寒天

培地上で、の培養隣接は両分離閣株ともはじめ灰白色で，

11ウ丈Q 凡 v に円
ハ υ.Ox18.0 o 24.0 

1-4 0-4 
(平均23.5x 10.9) (平均4.2)

13.3 -48.0 x 5.0 x 16.7 0-28.0 
1-4 0-4 

(平均24.lx 11.6) (平均4.2)

20.0 -63.0 x 9.0 x 18.0 
<8 

(平均37.0x 13.0) 

22.5 -52.5 x 10.0 x 17.5 1 4 0-2 

(平均31.0X14.0) (平均3.0) (平均0.8)

9.0 -71.0 x 6.0 x 18.0 
1.3 17.7 0-10 0-4 

(エjZ妥当32.0x 13.0) 

23.0 -85.0 x 9.0 x 26.0 3.0 35.0 
2-7 0-4 

(エド均40.8x 12.9) (平均8.2)

12.0 -44.0 x 4.0 x 16.0 2 12 
1-8 0-3 

(平均24.5x 9.0) (平均3.9)

， c) Inoue and Nasu (2000)， Negishi and Suyama 
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後にオリーブ色を帯びた黒色となった(第4IZI).分生子

は間分離菌株とも陪黄色，卵形から楕円形で，成熟する

と倒根本幸;えとなった Ya722では会長 11.7-58.0μm(平均

23.5μm)， I縞5.0-18.0μm(王子均 10.9μm)，胸部の長さは 0-

24μm(王子均4.2μm)で，欠くものもあり，横隔援数は 1-

41周， Kf;E隔獲が0-41岡であったこれらの特徴は Ellis(l)， 

Furukawa and Kishi (2)， Inoue and Nasu (3)， Negishi 

and Suyama (5)および棚橋ら (6)の記載とほぼ一致し，

両分断菌株を Alternariaalternata (Fr.) Keisslerと同定

した (第5図，第 l表).

なお， rDNA-ITSの相同性は両分離頭株ともA.aJtelηat，ι 

(A Y714479 (4)他)と 100%一致し，培養，形態的特徴

に基づく|百l定結果を支持する結果となった.



国内において A.a1ternataによるルリタマアザミの病

害は報告されていない このため，本病害をルリタマア

ザミ黒斑病(Alternarialeaf spot)と呼称することを提案

する
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